
様式１（高等学校）

【高等学校用】

令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

●学力の向上 B B A

A A A

B B B

●健康・体つくり A A A

●業務改善・教職員の
　働き方改革の推進 B B B

●特別支援教育の充
実 A A A

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 進捗度
（評価）

達成度
（評価）

評価

○学校情報の発信

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

・本年度は次のような点において評価できる。○国立大学に２名合格を含め、進路決定率１００％達成できた。○公務員の合格者は延べ42人、実就業人数は１９名となった。○体育祭や文化祭などの生徒会活動や農業クラブ活動等、自ら主体的な取り組みが
できてきている。○専門の学習活動を通して、多くの生徒が他者への「思いやり」や「やさしさ」を身につけることができている。○生徒が相談しやすい環境や体制ができつつある。○各科の専門性を活かした特徴ある取り組みができており、引き続き発展・充実
をさせたい。○約８５％以上の生徒が「本校に入学して良かった」と思っており、充実した学校生活を送れている。○保護者も約９０％以上の方が本校教育活動に満足している。
・その一方で、次のような点が課題である。○本校の大きな魅力の１つでもある資格取得については、さらに意識を持たせ在学中に１つでも多くの資格を取得させる必要がある。○地域と連携した活動については、本校の特色でもあるため、地域のつながりを
深めた探究活動や課題研究、プロジェクト研究活動の充実。○ＩＣＴのスキルアップや有効的な活用方法等についての職員研修が必要。○職員の働き改革に向けた業務の改善と職員の意識改革が必要。○学校ＨＰの適宜更新すること。○学校の魅力発信や
ＰＲをＨＰや学校だよりだけでなく、さらにもっと地域に出向き、本校の教育についてPRし多くの人に理解してもらうような新たな取り組み。
　課題が残るところは工夫・改善を図り、地域から愛され、みんなが行きたい学校を目指して、魅力ある佐賀農業高校づくりに取り組んでいく。

○歴史ある農業高校としての実績をもとに、これからの時代に求められる農業教育を探究する

○グローバルな視点と地域の人とのつながりを大切にしながら、「農・食・環境」に関する協働的な学びを通して、主体的に地域の課題を解決し、地域を支えていく人材を育成する

①主体的に学び、考える力を育む教育の充実【学力向

上】

②人権を尊重しながら人との絆を深めることができる

心の教育を推進【心の教育の推進】

③健康を考えて行動できる能力の育成【健康・体づく

り】

④特別支援教育の充実

⑤志を高める教育

⑥教育DXの推進

○各学科での資格取得の推進と進路指
導の充実

○資格取得者数の延べ６００人以上をめ
ざす

○生徒の希望進路実現１００％を継続す
る。

○県内外の優良企業への就職者の増、
官公庁へ１８名の就職、４年制大学農業
系学部への６名以上の合格者をめざす

・講演会、学校行事・部活動を通し、生徒たちに
目標に向かってチャレンジする気持ちを醸成する
.・全職員で進路希望把握に努め、進路実現に向
けた支援に取り組む。
・外部機関との連携を強化し、さらなる専門的な
学習への意欲向上を図る。

６　総合評価・

　　次年度への展望

・「学校だより」を月１回発行し、本校生
徒の活動様子や魅力等を発信してい
る。
・地域等でのイベント等にも積極的に
参加し、生産物販売活動等を実施しな
がら、学校PRに努めている。

B

・「学校だより」は毎月１回発刊し、生徒
の活動の様子を発信することができた。
・学校HPについては、随時更新が必要
である。
・地域各種イベントや生産物販売などに
積極的に参加し、学校PRに努めた。

B

・学校HPの更新が遅れているので、担当の職
員を増やすなどの改善が必要だと思います。
特に、スケジュール、行事等の更新を是非お願
いしたい。

○様々の教育活動や学校情報を適宜発
信し、学校のＰＲに努める。

○学校の情報を適宜発信する。
・月１回以上の学校だよりを発行する。
・ＨPの見直しと月１回以上の更新を行
う。

・学校行事や各学科・学年の取り組みをまとめ、
「学校だより」を月１回、関係中学校や保護者へ
配布する。
・HPの充実を図り、各学科、イベント等の報告を
適宜行う。
・パンフレット漫画版の更新を行う。

B

B

★８５.７％の生徒が本校に入学して良
かったと思っている。そして保護者は９８.
２％の回答であった。中学生に勧めたい
と思う生徒が全体の８２.５％の回答で
あった。また保護者も中学生やその保護
者も全体の６２.３％が本校を勧めたいと
も回答であった。

・全体の８７.１％の生徒が専門教科の学
習に対して興味・関心をもって取り組ん
でおり、さらに地域と連携した探究活動
や課題研究などに8割以上の生徒が意
欲的に取り組むことができたとの回答で
あり、目標の９０.０％以上には至らな
かった。

・韓国の高校との交流活動を実施したこ
とで、韓国語や異国文化を学ばせること
ができた。
・県内企業説明会への積極的な参加や
県内の事業者の方を招き会社説明を実
施し、県内企業について知ることができ
た。

A

・１つでも多くの資格を取得させてくださ
い。

・進路については、全員が進路決定して
いることは評価できる。

★グローカルな学びの推進
「地域農業を課題とする探究活動」並び
に「コミュニケーションツールとしての英語
力向上」を柱とする取組

○各学科での特色ある取組の推進

★自分の学校を中学生に勧めることがで
きる生徒の割合９５％以上、教職員の割
合１００％を目指す

○地域のことをよく知り、課題を踏まえた
探究活動やプロジェクト研究活動に積極
的に取り組む生徒の割合を９０％以上を
めざす

・実験、実習内容の工夫改善。
・地域との交流を深め、農業や地域産業・関係機
関との連携を図る。
・スマート農業・地域との連携での商品開発・ド
ローンや３D測量解析など新技術の積極的な活
用に努める。
・総合的な探究の時間や課題研究における
フィールドワークと課題解決型学習を強化を図
る。
・研究内容の更なる高度化、新たな課題の設定
や目標達成に向けた学科職員の意識向上と共
通化を図る。
・グローカルな視野を広げるため、県内外・外国
との交流事業の実践

○特別支援教育に関する教員の専門性
と意識の向上

○特別支援教育に関する教員の専門性
のスキルが向上したと回答した教員
100％をめざす。

・特別支援教育に関する研修会の実施
・生徒の指導方法・対応について教員間で情報
共有を図る

・発達障害やその傾向のある生徒について
は、中学校等と連携を図るとともに特別支援
学校巡回相談員の派遣等を活用しながら、
適切な生徒の指導に努める。

・適宜、担任や学年団、教科担当者等で情報
共有を行い、特別支援学校巡回相談員の派遣
を６月に1度来校してもらい、指導方法につい
てアドバイスをいただきながら、適切な指導に
努めることができた。

・様々な生徒への対応は、大変だと思います
が、今後も頑張ってください。

・目標値が高すぎる。

・専門教育に興味をもって学習しているこ
とは評価できる。

・地域と連携した活動でも意欲的に取り
組んでもらっており感謝している。今後も
地域の様々な行事にも積極的に参加し、
地域とのつながりを継続してもらいたい。

○魅力ある学校・学科づくり

重点取組

具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

B

・資格取得については、今後も引き続
き、１つでも多くの資格を取得できるよ
う努めていく。
・就職については、就職希望者７６名
全員が内定をしている。うち県内５４
名、県外２２名となった。官公庁につい
ては、１８名が内定。進学希望者につ
いては４２名が希望し全員が合格でき
るよう継続して支援していく。 B

・資格取得については、今年度は３８９
人で目標値６００人よりも大きく下回っ
た。.しかし、３年生はこの３年間で延べ６
９０の資格を取得し、一人当たり平均５
～６個を取得している。中には、１８の資
格を取得した生徒もいる。これは今まで
で一番多くの取得数である。
・進路については決定率１００％を達成
した。就職内定者５７名。うち県内４２
名、県外１５名となった。官公庁について
は、１７名、自衛隊２名が内定。進学に
ついては佐賀大学に２名の合格をはじ
め、４２名が４年制大学、短期大学、専
門学校に合格することができた。

A

B

・地域や関係機関との連携した活動に
各科とも取り組み、専門教育の充実に
努めている。
・生産実習や加工実習で自分たちが
作った農作物や加工食品等の販売活
動にも意欲的に取り組んでいる。

・韓国の高校との交流活動を実施し、
韓国語や英語等でのコミュニケーショ
ンをとり、異国文化を知ることができ
た。

・道徳教育･人権教育･強化月間を設定･情報モラ
ル教育を推進する。
･いじめは絶対許さないという環境づくりに努め
る。
・職員と生徒間の信頼関係を形成し、傍観者の
意味を理解させることで、随時情報収集できる環
境を整備する。
・相談しやすい環境を整え、日ごろから生徒の些
細な変化も逃さず、職員・保護者で連携し、問題
の早期発見と早期対応に努める。

・アンケート調査や面談週間等を実施し、い
じめの未然予防や早期発見に努める。
・いじめについて、校内職員研修を実施し、
いじめに対しての認識と対応についてのスキ
ルアップに努めている。
・生徒会が中心に標語づくりやその標語の校
内掲示しいじめ防止に向けた取り組むをして
いる。
・生徒が相談しやす関係づくりに努めてい
る。
・未然予防、早期発見、迅速な対応に努め
る。

・いじめについて、「絶対ゆるさない」という意識
を持っている生徒は９２.３％であり、１００％と
は至らなかった。全生徒が意識するような指導
が必要。
・毎朝、朝礼後に学年の打ち合わせ実施し、生
徒の情報共有、把握に努めた。
・生徒が相談しやす環境・雰囲気づくりに努め、
生徒たちの声にしっかり耳を傾け、対応にあ
たっている。
・生徒と職員との信頼関係が築けていることも
あり、いじめの未然防止、早期発見、早期対応
につながった。

・読み聞かせ等を実施することでも、心の
ゆとりにつながると思います。

・学習用PCを使用したデジタル教材「Classi」の有
効活用やその他のＩＣＴを活用し、各教科の連携
と継続的な職員研修を推進する。
・分掌･教科･学年団(正副担任)が連携して、クラ
ス全体の学習意欲の喚起に努めるとともに、事
後指導の充実・徹底を図る。
・日々の授業の充実を図り、基礎・基本の定着の
ため職員・生徒が意欲的に取り組む。

・各クラス担任と副担任２人の計３名で
毎朝指導にあたり、静かな雰囲気の
中１日が始まっている。
・基礎学力向上のために、プチテスト
を１２月末までに２０回実施している
が、全体平均得点率が８６．５％と目
標値８７．５％を下回っている。特に数
学の基礎学力向上に努める必要があ
る。
・全職員が「わかる授業の授業実践」
に心がけ、年２回授業研究週間を実
施し、他の職員の授業を参観すること
で、参考にしたり、他の職員から助言
をもらいながら授業改善や指導力向
上に努めている。
・教員のICT機器活用の研修会につい
ては１回実施。今後も研修会を実施し
スキルアップに努める。

・朝の「学びの時間」１５分間を主体的に
取り組んだ生徒の割合は７８.４％であっ
た。（昨年度９３.６％）を下回った。
・基礎学力向上に向け年間２２回のプチ
テスト（小テスト）を実施したが、目標の
得点率９０.０％を上回ることができず、８
６.５5％であった。唯一３年生について
は、９２.０％と目標値を達成した。今後、
１、２年生への学習意欲の喚起に努める
必要がある。
・全職員が「わかる授業の授業実践」に
心がけ、年２回授業研究週間を実施し、
他の職員の授業を参観し指導力の向上
に努めた。
・教職員のICT機器活用の研修会につい
ては、オンデマンドでの研修を１２回実
施した。

・目標得点率９０％は高い。８０％を超え
れば良しと判断します。

・１，２年生の学力向上のために、プチテ
ストの実施回数を少し増やすことも考え
るべきではないでしょうか。

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。
○ＩＣＴの活用とペーパーレスを推進し作
業効率を高める。

・定時退勤日を週１回（水曜日）設け、また月１日
以上の年休取得を推進する。
・校務の整理や役割分担の明確化、行事の精選
等に取り組む。
・自らの働き方を振り返り効率化や時間外削減に
向けて見直すように推進する。

・時間外勤務時間が、月80時間超の職員が
まだいるため、改善に向けた対策を取ってい
く必要がある。
・毎週水曜日を定時退勤日と設定している
が、生徒の指導等もあり、定着できていな
い。
・定期考査の午後には極力会議や研修等を
しないようにし、年休を取得しやすい環境を
できるだけ確保するように努めている。
・引き続き、適度な休養と業務改善に努め、
時間外在校時間の削減を図る。

・年休取得日数については、１０日以上取得し
ている職員は全体の４７.６％であった。今後も
取得促進の意識改革はもちろん業務等の見直
し等を行っていく。
・時間外在校等時間については、平均３０時間
１６分であり、昨年度の２８時間５０分より若干
増加した。しかし、上限を超過している職員の
人数が昨年度より減少した。仕事を少しずつ分
業したことでの結果である。今後も粘り強く声
かけをしていく必要がある。

・時間外労働時間を減らすのは大変だと
思いますが、働く人がもっと意識を変えな
と働き方は改善しないと思います。

・難しいと思いますが、時間外労働時間
削除に向けて今後も頑張ってほしいと思
います。

●「健康を考えて行動できる能力の育
成」

○健全な食習慣や生活習慣の大切さを
生徒主体で啓発活動を実施し、「健康」に
ついて考えた行動ができた生徒８０％を
以上目指す。

・教室の換気、手洗いの励行等の生活習慣を保
健委員の呼びかけにより健康を考えて行動する
意識を持たせる。
 ・保健だよりや生徒保健委員会の活動を通し
て、生徒の視点から、健康のために正しい食習
慣や生活習慣がどのように大切であるかを啓発
する。

・生徒保健委員会で昼休みに熱さ指数や熱
中症対策での水分補給、そしてインフルエン
ザ感染対策による換気等を呼びかけたりし
て、「健康」についての意識を高める活動を
積極的に取り組んでいる。
・がん教育についても、保健委員　昼休みや
放課後に学習会を実施し、がんについての
理解を深めている。
・今後、「健康について」意識して日々の生活
を送ることができたか、アンケートを実施し確
認する。

・生徒保健委員会活動を充実させ、生徒主体
の委員会活動を実施し、全校生徒にも保健だ
よりや校内放送で「健康について」呼びかけ
た。その結果、生徒たち自身が「自分の健康管
理」について考えて行動していると全校生徒の
８７.５％が回答し、目標を達成できた。今後も
生徒主体の活動を継続していく。

・生徒主体の活動は大変評価できます。
今後も是非継続していってほしいと思い
ます。

５　重点取組内容・成果指標

重点取組

具体的取組

中間評価

●心の教育

●生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正
義感、感動する心など、豊かな心を身に
付ける教育活動

○他者への「思いやり」や「優しさ」に配慮
した言動をとる生徒１００％をめざす（昨
年９４．７％）

・日々のHR活動や実習等を通して、命の大切さ
と他者への思いやりの心を育成する。
・ボランティア活動における地域を含む色々な
方々とのふれあいや、人権・同和教育に関する
講演会やHRを通して、人間性豊かな生徒の育成
を図る。
・生徒が活躍の場をつくり、自己肯定感を高め、
自信と心にゆとりをもたせるように努める。

・奉仕活動や農業実習等を通して、命
の大切さや他者への「思いやり」「やさ
しさ」を育んでいる。
・小学生や保育園児との農業体験や
動物ふれあい交流を実施し、情操教
育に努めている。
・今後も他者へ配慮した言動をとること
ができるよう、更に生徒への意識付け
に努める。

・動植物の栽培管理する農業教育の強
みを活かし、命の大切さや他者への思
いやり、優しさを育むことができた。
・ボランティア活動にも積極的に参加し
たり、園児や児童との異年齢交流を通し
豊かな心を育んだ。
・他者への「思いやり」や「優しさ」に配慮
した行動ができたと９0.3％の生徒が回
答しており、確実に醸成されている。

最終評価 学校関係者評価

取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗状況と見通し 実施結果 意見や提言

○生徒は基礎学力の向上と定着

○教員は「わかる授業」・「主体的な学び
を重視した授業」の展開

○「学びの時間」に主体的に取り組む生
徒の割合を９５％以上をめざす。（昨年９
３．６％）

○全生徒の年間平均プチテスト得点率９
０％以上を継続する。（昨年度８７．５％）

○わかる授業を意識した職員１００％を
目指す。

・農業高校の教育効果の強みを生かし、
今後も豊かな心の育成に努めていってく
ださい。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた
取組の充実

○いじめは、「絶対に許されない」、「見逃
さない」という意識を持つ生徒１００％を
めざす

２　SAGAスクール・ミッション

　　学校教育目標

３　スクール・ポリシー

アドミッション・ポリシー カリキュラム・ポリシー グラデュエーション・ポリシー

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 佐賀県立佐賀農業高等学校

１　前年度

　　評価結果の概要

４　本年度の重点目標

①農業や食品、環境に関する課題に関心があり、関

連産業（しごと）に興味のある生徒

②地元の文化や伝統に魅力を感じ、大切にしている

生徒

③他者を思いやり、共に協力して活動できる生徒

④積極的に学習活動に取り組むことができる生徒

⑤自分自身を高めるために努力を惜しまない生徒

①スローガン「汗をかき人と和して己を磨く」体験か

ら学ぶ実践型教育

②受け継いできた確かな専門知識と技術に基づいた総

合実習の実践

③グローカルな視野を広げるため、県内外・外国との

交流事業の実践

④総合的な探究の時間や課題研究におけるフィールド

ワークと課題解決型学習を強化

⑤国際交流で必要とされる実践的な外国語の導入（英

語・韓国語）

⑥専門教科指導の充実

①専門的知識と技術を兼ね備え、自ら時代とともに

進化し続ける能力を育成する

②グローカル（地域性を考慮しながら地球規模の視

点で考えて行動すること）な産業人材を育成する

③「農・食・環境」に関する地域課題の解決やSDGs

の達成など、地域社会を支えリードする人材を育成

する

○ClassiやＩＣＴの有効活用の拡大・職員研修。

○職員の働き改革に向けた業務等の見直しと意識改革。

○学校の魅力発信やＰＲ対策。


